
徳
川
将
軍
家
御
般
の
歴
史
地
理
的
考
察
(
第
二
報
)

l
i
t
殺
河
・
伊
豆
以
西
の
場
合

1
1
i

中

義

島

，ー、

、../

こ
こ
代
い
う
御
殿
と
は
、
将
軍
自
身
(
大
御
所
・
世
子
を
ふ
く
作
一
)
が
旅
行

や
外
出
の
際
の
休
治
用
の
施
設
ー
と

L
て
設
け
た
も
の
で
あ
る
。
南
関
東
で
は
小

規
模
な
も
の
を
御
茶
屋
と
よ
び
、

両
者
の
別
が
比
較
的
明
瞭
で
J

め
っ
た
が
、
本

稿
で
扱
う
地
域
で
は
「
御
茶
屋
御
殿
i

一
と
よ
ば
れ
る
例
も
あ
っ
て
暖
昧
で
あ
る
。

(1) 

本
稿
は
南
関
東
の
事
例
を
検
討
し
た
第
一
報

K
続
き
、
駿
河
・
伊
一
旦
以
西
、

京
都
に
至
る
間

K
設
け
ら
れ
た
御
殿
に
つ
き
考
察
し
よ
り
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

ζ

れ
が
研
究
の
意
義
・
目
的
は
前
報
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
心

近
世
編
纂
の
地
誌
類
・
古
地
図
・
各
地
の
地
方
史
当
時
類
・
徳
川
実
記
笠
?
の
諸

す
)

文
献
か
ら
御
殿
を
探
し
、
そ
の
関
係
記
事
を
整
理
し
、
実
地
調
査
の
結
果
も
加

え
て
表
1
と
分
布
留
(
図
1
)

を
作
成
し
た
o

こ
れ
の
検
討
が
今
回
の
主
左
報

告
内
容
で
あ
る
。
実
地
調
査
で
は
位
置
の
確
認
と
関
係
の
遺
構
・
遺
物
・
地
名

等
を
求
め
る
こ
と
に
力
を
注
い
だ
。

本
稿
の
対
象
は
徳
川
将
軍
家
の
設
け
た
御
殿
で
あ
り
、

諸
落
惜
の
設
け
た
御
殿

K
つ
い
て
は
後
日
の
課
題
に
し
て
い
る
が
、

た
記
の
一
四
ケ

γ
m
k
つ
い
て
は
敢
え

て
取
り
上
げ
、

図
ー
と
表

I
K
も
記
載
す
る
と
と
に
し
た
。

清
水
と
貝
島

頼
宣
(
後
の
紀
州
藩
主
)
が
駿
府
城
主
の
頃

K
設
付
た
も
の
。

D 5Okm 

家
康
の
駿
府
退
隠
時
で
あ
一
り
、
藩

営
と
し
て
区
別
す
る
方
が
不
自
然
。

山
内
一
豊
が
掛
川
城
主
の
頃
、

夜家
康
の
休
憩
用
に
設
け
た
も
の
o

小旧尿一~;:{都閉め御殿 (0正11) と将軍が休泊 uこり)~ ( rnu:IJ ) 

一
撃
が
掛
川
を
さ
ヲ
ム
ん
後
も
存
続

し
た
し
、
将
軍
の
使
用
を
目
的
と

し
た
も
の
だ
か
ら
。

熱
田

尾
張
藩
は
熱
田
に
東
西
二
つ

の
御
殿
を
設
け
て
い
た
o
西
の
御

殿
一
は
一
一
般
賓
容
の
接
待
用
だ
が
、

東
の
御
殿
は
、
将
軍
の
利
用
を
目

的
と
し
た
の
で
、
取
'D
上
げ
た
。

-10 

f町、

、../

御
殿
の
存
在
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
、

南
関
東
で
は
、
内
閣
近
世
初
頭
陀
設
け
ら

~1 

れ
、
一
死
様
期
ま
で
に
廃
止
ぎ
れ
た
も
の
一

が
多
い
が
、
②
元
禄
期
以
後
に
設
け
ら

れ
た
も
の
も
あ
り
、
③
を
前
期
、
③
を

後
期
と
し
て
区
別
し
た
が
、
駿
河
・
伊

豆
以
西

k

b
い
て
は
す
へ
て
①
で
あ
り
、

玄
)

②
は
見
ら
わ
な
い
。

御
殿
の
利
用
目
的
は
①
旅
行
用
と
②

リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
で
あ
る
が
、

!I 



表1. 御

御殴 国 郡 設置時 廃止時 利用者 目的 面積 関連施設

三島 伊豆 君沢 元和9 家康、秀忠、家11: 上格 士思

熱海 " 賀茂 寛永元 元厳年間 家康、(家光) 入湯 60X60(問)

御殿場 陵商 験東 元和元 元手日 2 (家康) 東上 新町

吉原 h 禽士 家康、秀忠、家11: 上洛 』反 1畝余

今泉 h " 慶長年間 寛永 16 家康
東上 御守殿神社ホ
鷹狩

蒲原 ， 庵原 " 元締年間 秀忠、家11: 上高『

清水 n 有渡 慶長川 家康、秀忠、家光 ， 金毘羅社

貝島 ρ n n 家康、頼宣 遊楽

久能 n n 秀忠、家11: 参詣

産枝 H 益津 元和年間 " 上浴

佐夜 遠江 佐野 慶長 5 家康 n 井戸、記念碑

相良 h 榛原 慶長 7 H 鷹狩

中泉 h 磐田 天正 12 寛文年間 家康、秀忠、家光
J洛 代官所、土塁本
鷹狩

ネキ
野地 H 引佐 n 延宝 8 家光 上高再 土塁、堀

三ケ日 ， n 家康 " 
長沢 三何 宝飯 先手09 秀忠、家光 . 4698 t平
知立 " 碧海 " 
熱田 尾強 受知 家光 ， 

厚見 美漉 厚見 家康 n 

赤坂 • 不般 慶長 9 家康、秀忠
ホネ

H 3町 4反余 士塁、堀

柏原 近江 坂田 座長 19 元顧 2 家康、秀忠、家光 • 1町 9畝余 ネ
井戸

伊庭 ， 神崎 . 
" 60X 25 (問)

井戸、*石垣本

ホ原 ， 野洲 貞事 2
キ

N " 堀

ザレ n 
J・田暫 aτ 描牛f: FU~ * オド. Z二$百 個目

殿 覧

寺社埼内 街 道 設皆前の施設

東海道

熱海街道

侠倉沢往還

保泉寺(曹) 東海道

" 普様寺(臨)

" 蒲原城

n 

徳音院(天) 久能街道

東海道

久延寺(真意) " 
相良減

東海道

姫街道 宮崎城

H 

東海道

" 
n 

中仙道

n 

n 

朝鮮人街道

" 永原城
謹言援蕊ご肴

跡地の利用 管期関係者

郡役所

御用邸

真教寺(真)

御蔵地

御用材質場 安部式部他 1名

渋谷文政他 3名

日光門主用
御栗原

相良成

兵藤兵部

御殿番

福谷伝左衛門
他 l名

7金円出

関連地名

御殿川

御股山

御殿場

御殿、御殿町

御殿山、御殿道

御般地

御殿

御陵場

御茶屋前

御殿地

現況

市街、病院

市千聖所

寺院Itf.

神社

市街、神社

神社

市街

工場地帯

寺院

寺院

小学校

市街

畑

公民館

小学快

市街

庭倒(私有)

駐車場

祭地御旅所

山林

高校の

守4

..... 



一
戸
近
郊
と
遠
い
①
が
主
で
、
②
は
少
一
念
い
。
①
は
上
洛
が
主
で
、

ほ
か
氏
家
康

の
駿
府
返
隠
時
に
は
駿
府
1

江
戸
間
の
往
復
を
し
ば
し
ば
行
っ
て
な
り
、
秀
中
止

も
駿
府
訪
問
の
旅
行
を
行
つ
-
て
い
る
o
②
と
し
て
は
駿
府
退
隠
時
の
家
康
が
周

辺
に
鷹
狩
を
楽
し
ん
で
い
る
が
、
そ
の
為
を
主
L
し
す
る
御
殿
は
少
念
/
¥
、
④
の

為
の
御
殿
が
兼
用
ぎ
れ
て
い
る
o
別
に
熱
海

K
M仏
家
康
が
湯
治
に
行
J

一
て
か

h
、

家
光
も
熱
海
人
湯
を
希
望
し
、
御
殿
の
新
築
も
行
っ
た
が
、
実
行
し
得
い
す
に
終

っ
て
い
る
o
久
能
山
賀

K
は
参
一
話
時
の
休
憩
用
の
御
殿
が
設
け
ら
れ
て
い
4
1
0

駿
河
・
伊
豆
以
前
の
御
殿
が
前
期
の
も
の
の
み
で
後
期
の
も
の
が
全
い
の
は
、

利
用
目
的
た
る
、
③
上
洛
は
寛
永

(
一
六
三
四
)

年
家
光
の
と
洛
を
最
後

に
幕
末
の
家
茂
の
時
ま
で
行
な
わ
れ
ず
、
窃
駿
府
附
近
の
鷹
狩
は
家
康
在
世
時

K
限
ら
れ
、
③
日
光
移
転
後
は
久
能
山
東
照
宮
へ
の
将
軍
の
参
詣
は
な
く
左
つ

た
と
と

K
も
と
づ
く
と
解
さ
れ
る
。

f、、

¥J  

御
殿

K
は
周
囲

K
土
塁
と
堀
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

本
地
域
で
よ
く
残
っ
て
い
る
の
は
赤
坂
(
美
濃
)
と
永
原
〈
近
江
)

で
あ
り
、

野
地
(
遠
江
)

と
中
泉
(
遠
江
)

で
も
若
干
残
っ
て
い
る
。
現
在
は
し
左
い
が

三
島
(
伊
豆
)

で
は
郷
土
館
所
蔵
の
絵
図
に
明
記
さ
れ
て
い
る
白
熱
田
の
東
御

肢
で
は
海
中
の
島

K
左
つ
て
な
り
、

一
つ
の
橋
で
本
土
と
結
ば
れ
て
い
た
c

前
期
御
殿

K
っ
き
軍
事
的
機
能
を
重
視
す
る
説
も
あ
る
が
、
遺
存
す
る
塁
濠

の
規
模
よ
り
見
て
も
家
康
程
の
武
将
の
軍
事
的
拠
点
と
し
て
は
貧
弱

K
す
ぎ
、

玄
)

同
意
で
き
兼
ね
る
。
一
万
石
ク
ラ
ス
の
最
下
位
レ
ベ
ル
の
大
名
の
陣
屋
と
同
軽

度
で
あ
る
o
塁
濠
の
自
的
は
身
辺
整
呂
田
の
為
ぐ
ら
い
に
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ

ろ
う
o
赤
坂
御
殿
は
大
煩
一
械
か
ら
も
遠
か
ら
ず
、

更

K
南
隣
に
は
関
ケ
原
役
の

際
に
家
康
が
玄
i
A
R

を
む
い
た
勝
山
が
あ
み
口
軍
事
的
機
能
を
与
え
る
な
ら
ば
琴
、

墾
の
よ
り
す
ぐ
れ
て

ω
る
勝
山
の
方
が
御
般
の
一
位
置
に
透
し
て
い
る
の
で
あ
一
る
心

前
記
の
事
例
。
内
、
、
氷
原
と
野
地
は
中
世
の
域
社
を
御
殿
に
転
用
し
た
も
の

だ
か
ら
現
存
す
る
塁
濠
は
城
郭
の
そ
れ
?
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

現

K
史
跡
と
し
て
保
存
措
置
が
と
一
わ
れ
て
ハ
る
の
は
、
赤
坂
が
県
指
定
史
蹟

に
走
っ
て
い
る
だ
け
で
圭
一
る
コ
こ
こ
は
日
私
有
地
左
が
ら
行
届
い
た
管
用
保
全
が

J

庁
仇
さ
れ
て
い
る
。
塁
療
の
よ
く
残
っ
て
?
ゐ
永
原
も
近
年
都
市
化
の
め
ざ
ま
し

い
滋
賀
県
内
だ
け
に
早
急
の
史
蹟
指
定
を
希
望
し
た
い
。
伊
庭
街
殿
は
水
口

1r

と
も

K
小
堀
遠
州
の
作
庭
で
あ
る
口
水
口
は
域
的
刊
に
転
用
さ
れ
て
原
形
を
残
ざ

ま
い
の
で
、
伊
庭
が
唯
一
の
事
例
と
い
う
と
タ
一
で
、
能
登
川
町
で
は
庭
園
史
学

一一5)

者
森
議

K
依
頼
し
た
調
査
報
文
を
附
し
て
県
に
史
蹟
指
定
を
一
申
請
し
た
が
実
現

を
み
て

ω
な
い
口
と
と
で
は
隣
接
地
に
ι

宅
地
造
成
か
4
J

か
さ
れ
て
い
る
が
、
+
平
に

12 

当
局
の
配
慮
に
よ
り
御
殿
跡
自
体
は
そ
の
対
象
か
ら
は
ず
J

う
れ
て
い
る
り
そ
う

じ
て
御
殿
?
と
い
う
も
の
に
史
学
・
考
古
学
・
歴
史
地
理
学
笠
干
の
関
連
諸
学
で
ほ

と
ん
と
注
目
し
な
か
っ
た
た
め
に
そ
の
重
要
性
が
閑
却
さ
れ
て
い
る
o
早
急
花

全
国
的

K
調
査
を
進
め
、

必
要
ま
も
の
に
つ
一
い
て
は
保
存
策
が
講
ぜ
ら
る
べ
き

で
あ
る
。

(
四
)

御
殿
(
御
茶
窪
)
と
寺
社
と
の
関
係
と
い
う
函
で
、
第
一
報
で
は
①
御
殿
の

設
置

K
先
だ
r
J

て
も
よ
り
の
土
寸
社
が
休
泊
に
利
用
三
一
れ
、
後
に
そ
の
附
近
付
ι
畑
山

殿
が
設
け
ら
れ
た
場
合
、
音
寺
一
社
の
境
内
氏
設
け
ら
れ
た
場
合
、
③
御
毅
跡
に

柁
ら
れ
て
い
る
神
社
の
三
つ
の

を
あ
げ
た
む
本
一
衡
の
対
象
地
域
で
は
一
窃

②
と
③
、

そ
れ
に
④
一
発
止
さ
れ
た
寺
院
の
跡
に
設
け
え
場
合
を
加
え
フ
心
心

i士



南
関
東
で
は
神
社
に
限
ら
れ
た
が
、

本
地
域
で
は
寺
院
の
場
合
も
あ
る
口

本
地
域
に
な
け
る
①
の
例
ー
と
し
て
中
泉
御
般
設
置
以
前
に
白
川
八
幡
宮
の
社
家

{
毛
が
利
用
さ
れ
た
場
合
を
あ
げ
る
o

江
戸
周
辺
で
は
日
帰
り
の
遊
猟
の
休
憩
用
に
設
け
た
御
茶
屋
が
多
〈
、
そ
れ

等
の
多
く
が
寺
社
境
内
に
一
没
け
ら
れ
た
の
で
②
の
例
が
多
い
が
、
本
稿
の
対
象

地
域
で
は
数
少
〈
、
た
記
の
事
例
を
あ
げ
る
程
度
で
ふ
~
司
令

ohm吉
原
、
今
の
国

鉄
士
口
原
駅
に
近
い
砂
丘
上
で
保
泉
寺
〈
曹
洞
宗
)

の
境
内
げ
に
設
け
ら
れ
た
U

東

海
道
の
吉
原
宿
も
こ
の
附
近
で
あ
一
っ
た
が
(
元
吉
原
)
、
廷
宝
八

年
の
津
波
の
宝
口
を
受
け
移
転
し
た
の
が
、
今
の
吉
原
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
口

保
泉
寺
は
津
波
の
宝
口
は
ま
ぬ
が
れ
た
が
、
壇
家
の
多
ノ
¥
が
移
っ
た
り
で
、
後
を

九
一
六
八

O
)

追
っ
て
新
し
い
吉
原
宿
に
移
転
し
売
の
が
今
の
寺
地
で
あ
る
心
そ
の
頃
は
す
で

K
御
般
廃
止
後
で
あ
り
、
今
は
御
殿
の
あ
っ
た
旧
境
内
に
は
寺
の
地
主
神
だ
っ
一

た
神
社
が
あ
る
。
串
久
能
、
東
照
宮
参
詣
の
折
の
休
憩
用
花
、
山
警
の
徳
吉
区

(
天
台
宗
)
境
内
に
設
け
ら
れ
た
む
徳
立
日
院
は
東
照
宮
の
別
当
守
で
あ
一
台
、
土
す

自
体
は
元
の
位
置
に
現
存
す
る
。
内
)
小
夜
、

い
わ
ゆ
る
小
夜
の
中
山
で
あ
一
る
む

山
内
一
豊
が
家
康
の
休
憩
用

K
設
け
た
も
の
一
。
久
円
寺
(
真
言
宗
)

の
境
内
。

③

K
は
③
御
殿
跡
を
神
聖
視
し
て
神
社
を
配
っ
た
も
の
、
(
制
御
殿
の
守
護
神

と
し
て
柁
ら
れ
た
も
の
が
、
御
殿
廃
止
後
も
引
き
つ
づ
き
柁
ら
れ
て
い
る
も
の
、

の
そ
の
ほ
か
御
殿
跡

K
あ
る
寺
社
の
三
種
が
あ
「
心
。
家
康
と
関
係
深
い
御
殿
跡

K
東
照
宮
を
柁
っ
た
の
は
向
の
一
例
で
関
東
で
数
ケ
所
の
事
例
が
£
る
が
本
地
域

で
は
中
泉
御
殿
祉
に
柁
っ
た
例
が
あ
り
、
尾
州
侯
、
紀
州
侯
が
通
行
の
途
次
参

(6) 

話
し
た
ζ

と
も
あ
っ
た
が
、
維
新
後

K
府
八
幡
宮
境
内
に
移
さ
れ
た
口
今
泉
御

殿
祉
に
御
守
殿
神
社
が
あ
る
o
御
守
殿
(
御
主
殿
)
の
意
味
は
一
後
直
接
将
軍
の

休
泊
に
使
わ
れ
た
主
た
る
建
物
、
⑪
)
御
殿
の
守
護
神
の
両
様
に
解
さ
れ
、
(
切
な

刀
、
一
⑧
一
念

(

(

、

左
ア
心
。
の
は
御
殿
ー
と
直
接
関
係
左

V

が
適
地
を
求
め
て

一一
v
-
-
J
)

刊
ド
U

一JF
-

d

、ノ
f
r
L

、

と
れ
V

市一

7

4
グ一?に

二
一
島
・
蒲
原
・
汚
水
・
野
地
の
御
殿
枇
に
神
社
が
あ

わ
ノ
¥
御
股
場
で
は
御
殿
廃
止
後
敷
地
の
払

F
げ
を
受
け
て
十
具
、
教
寺
(
浄
土
真
宗
)

境
内
と
な
っ
た
(
乙
の
寺
は
近
年
廃
寺
と
な
っ
た
)
心

④
は
今
泉
御
殿
で
戦
火
で
廃
坊
と
な
づ
た
義
口
得
寺
(
臨
済
宗
)

の
跡
に
設
け

た
も
の

o
普
得
土
一
ザ
は
今
川
氏
保
護
干
代
栄
え
た
寺
で
、

天
文
二
三

(
一
五
五
四
)

年
、
西
ょ
に
先
だ
ち
義
一
死
が
武
田
信
玄
、

北
条
氏
壌
と
会
談
し
て
講
和
し
た
り

が
こ
と
で
あ
る
心
家
康
が
こ
こ
に
御
殿
を
設
け
、
し
ば
し
ば
利
用
し
ょ
に
の
は
水

禽
の
多
い
浮
島
沼
を
控
え
る
遊
猟
の
適
地
と
い
う
だ
け
で
在
/
¥
深
い
配
慮
が

あ
っ
一
て
の
こ
と
と
自
己
わ
れ
る
り

〔
五
)

各
御
殿
の
利
用
状
況
と
関
連
交
通
路
の
考
察
げ
ト
蜜
す
一
る
た
め
に
作
っ
た
の
が

十 13-

五日

2
で
あ
る
。
徳
川
実
記
の
関
係
記
事
を
整
理
し
煮
も
の
で
あ
る
が
、

宿
泊
地

の
記
載
が
か
〈
け
て
い
る
場
合
が
あ
ヲ
て
完
全
念
も
の
で
は
左
い
が
、
補
う
へ
き

資
料
も
在
い
の
で
、

こ
れ
に
よ
っ
て
巧
察
し
て
行
き
た
い
。
特
に
休
憩
に
つ
い

て
の
記
事
が
少
会
く
、

で
表
一
不
し
た
宿
泊
と
同
数
杢
た
は
そ
れ
以
上
あ
る
筈

の
休
憩
の
表
一
不
(
〈
一
)
が
極
度
に
少
な
い
と
L
f
一
け
い
左
ヲ
て
い
る
。
従
っ
て
も
つ
一

ば
丸
一
休
憩

K
利
用
ぎ
れ
た
御
殿
の
利
用
回
数
が
き
わ
め
て
少
数
で
あ
っ
た
り

(
大
機
、
箱
根
、
吉
原
)
、
全
〈
表
け
い
出
て

ζ

左
い
(
久
能
、
小
夜
、
長
沢
、

(7) 

伊
庭
)
結
果

K
な
ワ
て
い
る
。
吉
原
の
場
合
、
保
泉
寺
の
記
録
で
は
七

生11
立

回
の
利
用

二
五
部
休
憩
)

が
記
ぎ
れ
て
い
る
が
徳
川
実
記
に
は

回
が
記
録
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
心

本
表
で
?
と
り
上
げ
た
旅
行
の
回
数
校
、

江
戸

1

京
都
間
が
二
三
回
、

江
戸
1
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駿
府
間
が
五
回
、
駿
府
l

京
臨
間
が
六
回
、
計
二
四
回
で
あ
る
o

ζ

れ
を
駿
府

を
中
心
に
見
れ
ば
以
東
が
一
八
回
、
以
西
が
一
九
回
で
あ
る
o
以
西
の
一
九
回

の
う
ち
一
名
古
屋
(
熱
出
)
以
遠
に
な
い
て
東
海
道
利
用
が
九
回
、

中
仙
道
利
用

が
九
回
、

い
ず
れ
か
判
断
で
き
な
い
の
が
一
回
あ
る
。
こ
れ
は
一
冗
和
九
(
一
六

二
三
)
年
秀
忠
の
上
洛
の
場
合
で
東
海
道
方
面
の
亀
山
と
中
仙
道
方
面
の
岐
阜
、

柏
原
が
宿
泊
地
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
な
り
、
理
解

K
苦
し
む
所
で
何
ら
か
の
誤

記
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
c

ほ
か

K
一
花
和
五
(
一
六
一
九
)

年
秀

忠
上
洛
の
場
合
は
岐
阜
、
柏
田
四
と
水
口
、
寛
、
永
二
一
(
一
六
二
六
)
年
家
光
の
場

合
は
亀
山
、
水
口
と
彦
根
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
等
は
鈴
鹿
山
脈
商
麓

の
御
代
参
街
道
等
を
利
用
し
て
迂
回
し
売
も
の
と
し
て
説
明
が
つ
き
、
前
者
は

中
仙
道
利
用
な
が
ら
水
口
に
、
後
者
は
東
海
道
利
用
な
が
ら
彦
根
に
何
か
の
必

要
が
あ
っ
て
立
ち
寄
っ
た
と
忠
わ
れ
る
。

中
仙
道
利
用
の
場
合
烏
居
本
l

野
洲
間
は
中
仙
道
で
な
〈
朝
鮮
人
街
道
が
使

わ
れ
、

こ
れ

K
そ
っ
て
伊
庭
、

氷
原
岡
御
陵
が
設
け
ら
れ
て
い
た
o
も
と
よ
り

朝
鮮
使
節
の
利
用
は
将
軍
上
洛
の
利
用
よ
り
後
の
と
と
で
あ
り
、
当
時
は
下
街

(8) 

道
・
浜
街
道
等
の
名
で
よ
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。
名
古
屋
よ
り
中
仙
道

K
入
る

に
美
濃
路
を
利
用
し
た
と
と
も
あ
る
が
、

と
れ
は
垂
井
で
中
仙
道

K
合
す
る
か

ら
赤
坂
御
殿
を
利
用
し
て
い
る
時
は
よ
り
以
東
の
街
道
(
岐
阜
街
道
か
)
を
通

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
o

表
に
は
で
て
こ
な
い
が
浜
名
湖
北
岸

K
野
地
、

三
ケ
日
両
御
殿
が
あ
ヲ
て
後

の
姫
街
道
が
使
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
o

ま
た
こ
れ
も
表
に
は
で
在
い
が
家
康
は

江
戸
↓
駿
府
の
途
中
、

熱
海
氏
立
寄
り
湯
治
し
た
乙
と
が
あ
り
、

ζ

の
際
は
熱

海
街
道
を
利
用
し
た
わ
け
で
あ
る
。

hv
り
、
そ
の
死
去
に
よ
り
利
用
す
る
と
と
左
〈
廃
止
さ
れ
た
が
江
戸
l

駿
河
の

一
方
家
康
は
御
殿
場
代
御
殿
を
構
築
し
て

間
に
東
海
道
以
外
の
別
ん

i
卜
の
開
設
を
意
図
し
て
凶
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

考
え
ら
れ
る
コ
!
ス
は
矢
倉
沢
往
還
で
あ
る
。

域
の
場
合
を
ふ
〈
め
一
て
利
用
回
数
の
多
い
の
を
拾
う
と
、
駿
府
以
東
で
は
藤

沢

(
一
七
回
)

二
島
二
七
回
)

神
奈
川
(

小
田
原
(
一
六
回
)

清
水
(
一

O
回
)
が
一
八
回
中
一

O
回
以
上
の
利
用
が
一
記
録
さ
れ
、
駿

府
自
体
は
二
二
回
中
七
回
、
以
西
名
古
屋
ま
で
で
は
一
九
月
中
、
岡
崎
(
一
八

回
)

田
中
二
七
回
)
、
吉
田
二
六
回
)
、
掛
川
(
一
五
回
)
、

こ
五
回
)
、
浜
松
こ
三
回
)
、
膳
所
(
一
二
回
)
¥
中
泉
(
一

回
)
、

名
古
犀

一
回
)
が

多
い
。
そ
の
以
西
で
は
東
海
道
方
面
(
九
回
)
で
は
亀
山
(
九
回
)
、
水
口

(
七
回
)
、
桑
名
(
六
回
)
、
中
仙
道
方
面

F

九
回
)
で
は
永
原
(
八
回
)
、

岐
阜
〈
六
回
)
、
彦
根
(
六
回
)

で
あ
る
。

七
( 

ム
/¥  

¥-〆

15← 

年
完

名
古
屋
城
は
慶
長
一
五
(
一
六
一

O
)
年
起
工
、

成
し
、
清
洲
よ
り
移
っ
た
わ
け
だ
が
着
工
前
に
二
回
名
古
雇
代
宿
泊
し
て
い
る
。

彦
根
城
は
慶
長
一

(
一
六

O
六
)

そ
の
後
代
二
回
佐

年
完
成
し
て
い
る
が

和
山
に
宿
泊
し
て
い
る
。

一
度
な
ら
ず
で
あ
る
か
ら
誤
記
と
は
解
し
が
た
く

築
城
前
の
名
古
墜
と
廃
城
後
の
佐
和
山
に
二
日
間
治
施
設
が
あ
っ
た
も
の
と
解
し
て

い
る
。

(
六
)(9) 

坂
田
郡
志
に
近
江
の
柏
原
御
殿
に
賦
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
村
と
竹
縄
等
を
賦
課

さ
れ
た
村
の
名
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
直
接
の
系
譜
の
有
無
を
探
る
へ
く
も
老

い
が
、
後
年
の
助
郷
村
を
想
起
さ
ぜ
る
も
の
で
あ
り
、

と
れ
の
分
布
図
(
図
3
)

一π様
七

三

六

九

四

)

年

K
な
け
る
第
一
次
の
柏
原
、
盤
ケ
井
両

(
刊
刊
)

宿
の
助
郷
村
の
分
布
(
図
2
)

と
比
較
検
討
す
る
o

を
作
製
し
、



11¥ 

彦根
門

図 3 柏原御殿付きの村 (0印)と
i司御殿Jて竹，縄を賦課きれる村(ム印)

地
形
の
関
係
で
南
側
が
少
左
く
北
側

に
偏
在
す
る
と
の
喜
多
村
俊
夫
の
指
橋

は
前
者
で
も
共
通
の
傾
向
で
あ
り
、

郷
の
場
合
で
は
醒
ケ
井
宿
付
き
の
村
も

前
者
で
は
柏
原
御
殿
付
き
に
左
っ
て
い

る
の
は
御
殿
の
数
が
宿
駅
の
数
よ
り
少

を
い
か
ら
当
然
で
あ
る
。
注
意
き
れ
る

の
は
助
郷
圏
の
場
合
は
両
宿
か
ら
六
キ

口
以
内
で
あ
る

K
対
し
、
前
者
で
は

五
キ
ロ
以
上
離
れ
た
姉
川
北
岸
に
も
及

ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
c
そ
し
て
よ
り

関 2

柏
原
に
近
く
、

助
郷
村
に
指
定
さ
れ
た

村
で
前
者
に
指
定
ぎ
れ
て
な
い
村
が
あ

る
こ
と
で
あ
る
o
宿
駅

K
通
っ
て
勤
め

ね
ば
な
ら
ぬ
助
郷
の
場
合
と
自
家
で
作

っ
た
竹
縄
を
届
け
れ
ば
よ
い
、

従
っ
て

十
数
キ
ロ
へ
だ
た
っ
て
い
て
も
支
障
が

在
い
と
い
う
条
件
の
主
ノ
が
い
も
あ
る
が
、

「
清
滝
は
寛
文
十
二
年
九
月
京
極
領
と

な
り
し
時
よ
り
御
殿
付
を
脱
し
、
岩
ケ

よ谷
りは
御死
殿様
附十
を一
脱年
す豆堀
L一回

と領
あと
る左

どり
とし
く時

大
名
領
に
な
っ
た
村
は
御
殿
付
か
ら
は

ず
す
、

す
な
わ
ち
天
領
の
村
の
み
が
指

定
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
、
距
離
的
に
近
く
て
指
定
さ
れ
老
い
村
は
大
名
領
だ
っ

た
か
ら
で
あ
一
る
心
こ
の
点
、
御
殿
の
方
は
宿
l

助
郷
と
い
う
方
面
に
く
ら
べ
て

I功

よ
り
私
的
な
も
の
と
の
考
え
で
処
理
さ
れ
て
い
た
と
解
さ
れ
る
c

他
の
御
殿
の
場
合
で
も
こ
の
よ
う
左
村
々
の
指
{
疋
は
な
さ
れ
た
か
と
思
わ
れ

る
が
、

そ
れ
を
語
る
資
料
に
接
し
て
い
な
い
。

(
七
)

南
関
東
で
も
中
世
の
城
枇
を
御
殿
に
利
用
し
た
事
例
が
あ
っ
一
た
が
、
本
地
域

で
も
蒲
原
・
相
良
・
野
地
・
永
原
の
諸
例
を
あ
げ
る

ζ

と
が
で
き
る
o
今
泉
は

前
述
の

ζ

と
〈
益
百
得
土
す
と
い
う
寺
院
跡
だ
が
、

乙
こ
は
善
得
土
守
城
と
い
う
名
が

伝
え
ら
れ
、

城
郭
化
ぎ
れ
た
寺
院
だ
っ
た
か
ら
ζ

の
事
例

K
加
え
て
も
よ
か
ろ

ぅ
。
蒲
原
の
場
合
は
山
城
で
山
麓

K
平
素
の
居
館
が
あ
っ
た
が
、
廃
城
の
折
に

豆

居
館
を
残
し
て
御
殿

K
転
用
し
た
む
永
原
の
場
合
、
琵
琶
湖
水
運
の
支
配
で
知

16 

ら
れ
る
芦
浦
観
音
寺
が
御
殿
の
管
理
に
も
当
っ
て
い
た
c
そ
の
関
係
で
同
土
守
に

は
永
原
御
殿
よ
り
移
築
し
た
と
い
う
建
物
が
残
コ
て
い
る
口
同
寺
の
配
下
で
御

殿
跡
の
山
林
管
理

K
当
っ
て
い
た
福
谷
伝
左
衛
門
と
い
う
者
は
、

一
死
の
永
原
城

主
(
永
原
氏
)
で
大
坂
浪
人
の
た
め
永
原
姓
を
偉
っ
て
福
谷
姓
に
改
め
た
も
の

百
)

と
い
う
。
御
殿
よ
り
移
築
し
た
建
物
が
現
存
す
る
例
は
他

K
も
あ
り
、
中
泉
御

殿
の
裏
門
は
今
は
西
願
寺
の
山
門
と
な
り
、
市
指
定
の
文
化
財
と
な
っ
て
い
る

し
伊
庭
御
殿
は
五
箆
主
的
の
石
市
鳥
寺
に
移
築
さ
れ
て
い
一
地
。

逆
に
御
殿
跡
~ 

城
年郭
に
利
用
し
た
も
の
l亡
水
口

相
良
の
P

一
例
が
あ
る
b

天

和
二
(
一
六
八
二
)

加
藤
明
友
水
口
藩
主
(
二
万
石
)

に
封
ぜ
ら
れ
、

御

一
時
鳥
居
氏
花
代
っ
た
が
加
藤
氏
に
復
し
て
明
治
維
新

3
 

K
及
ん
だ
o
相
良
の
場
合
は
天
正
四
(
一
五
七
六
)
年
武
田
勝
頼
の
築
城
、
同

殿
跡
を
居
城
と
し
た
。



九
年
家
康
こ
れ
を
攻
略
、

後
一
れ
偽
殿
L
」
L
て
鷹
狩
の
折
の
休
治
地
L
{
一
し
ん
r
r
、
談

同
表
に
は
一
同
一
J

-

江

和

正

時
間
辺
の
遊
猟
は
表

2
K
は
全
日
か
乏
か
一
ソ
た
の
で

年
)
し
か
で
て
い
念
い
が
計
五
回
来
治

L
て
い
る
一
U

家
康
の
没
後
は
利
用
す
る

こ
と
左
〈
荒
廃
し
た
む
宝
水
二
(
一
七

O
瓦
〉

r
r
T

本
多
中
心
持
人
封
し
、
初
代
相

良
護
主
と
な
り
、
本
多
氏
↓
板
含
氏
↓
本
多
氏
↓
田
沼
氏
1
y

」
」
父
代
し
、
安
、
水
へ

二

七

七

九

)

年
相
良
城
が
↓
一
心
成
[
た
c
そ
れ
ま
で
は
小
淳
惜
の
た
め
に
出
城
は

な
ど
、
陣
屋
だ
っ
た
わ
け
で
あ
る
o

こ
れ
も
怠
次
の
失
勝
に
よ
り
取
り
型
式
一
れ
た

文
政
六
(
一
八
一
一
二
一
J

平
田
沼
氏
旧
領
相
由
民
に
滑
り

明
治
一
正
ヘ
一
八
六
八

年
上
総
小
久
保
に
移
る
ま
で
居
住
[
た
が
、
今
回
け
二
万
じ
引
の
小
日
経
だ
か
ら
随
一

患
で
あ
っ
た
む
か
く
て
柏
良
は
城
跡
に
御
殿
を
、

御
殿
跡
に
城
を
作
ワ
た
と
い

う
複
雑
念
経
過
を
た
ど
っ
た
わ
け
で
、
随
一
患
の
時
代
も
長
ぐ
陣
屋
の
位
置
は
御

殿
跡
の
ζ

と
も
そ
れ
以
外
の
と
と
も
あ
っ
た
り

御
殿
近
ノ
¥
代
官
所
を
設
け
た
場
合
も
あ
る
口
当
地
域
で
は
一
一
一
色
町
、

仁や

泉

/1¥ 

口
、
南
関
東
で
は
中
原
、

小
杉
の
例
が
あ
る
o

と
れ
等
の
代
官
所
で
は
御
殿
の

管
児
を
も
担
当
し
て
い
た
と
怠
わ
れ
る
c
当
地
域
の
三
ケ
所
の
代
官
所
の
内
、

維
新
時
ま
で
存
続
し
た
の
は
中
泉
だ
け
で
、
一
二
島
代
{
民
所
は
韮
山
の
そ
れ
に
合

(MV 

併
さ
れ
、
水
口
代
官
は
土
山
に
移
つ
一
た
c
訊
殿
管
理
の
必
要
が
な
ぐ
在
っ
た
の

が
そ
の
一
理
由
か
と
思
ホ
れ
る
。

〈
八
〉

最
援
に
御
殿
関
係
の
地
名
に
つ
き
述
べ
る
o
南
関
東
の
場
合
同
様
、
各
地
忙

御
殿
関
係
地
名
残
づ
て
い
る
。
列
挙
す
れ
ば
、
御
陵
・
・
今
泉
、
中
泉
、
御
殿
地

:
清
水
、
相
良
、
伊
庭
、
御
殿
場
:
御
殿
場
、
野
地
、
御
殿
山
・
:
熱
海
、
諸
原
、

御
殿
町
:
今
泉
、
御
殿
道
:
・
清
原
、
御
股
川
・

4

一
一
白
向
、
御
殿
矯
・
・
・
三
島
、
創
刊
成

橋
・
・
・
熱
海
、
御
不
一
足
前
・
・
・
約
浄
¥
世
守
が
あ
る
。
こ
れ
等
の
中
に
は
現
在
叉
は
旧

時
の
公
称
地
名
の
ほ
か
通
休
も
ふ
く
ん
で
い
る
c
御
殿
場
の
場
合
、
小
地
名

K

止
ま
ら
ず
都
市
名
付
ト
告
で
成
長
し
た
事
例
ー
と
し
て
注
目
に
値
ナ
る
心
地
形
図
二

万
王
千
八
万
一
御
毅
場
ピ
都
市
名
ま
J

，
ん
は
駅
名
と
し
て
の
ほ
か
御
殿
跡
附
近
付
い
御

殿
場
の
地
名
い
か
注
記
さ
れ
て
い
る
心

八
九
)

以
ト
し
駿
河
・
伊
豆
以
西
京
都
に
至
る
御
殿
に
つ
き
、
①
設
置
及
び
廃
止
の
時

期
、
②
利
用
目
的
、
③
塁
濠
等
の
施
設
、
④
土
守
朴
戸
一
の
関
係
、
⑤
一
関
連
交
通
路

及
び
各
御
殿
の
利
用
頻
度
、
⑥
御
殿
に
労
力
・
資
材
を
提
供
す
る
村
の
分
布
、

⑦
域
及
び
代
宮
所
と
の
関
係
、
⑧
関
係
地
名
の
諸
項

K
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
。

現
地

K
お
い
て
御
殿
の
位
置
の
確
認
に
つ
と
め
、

巧

4
噌

B
A

大
部
分
陀
つ
い
て
は
明
ら
か

に
し
て
い
る
が
今
回
は
個
別
的
記
述
は
割
愛
す
る
む

休
泊
施
設
と
し
て
の
御
殿
・
御
茶
霞
は
家
康
の
創
案
で
は
在
〈
、
既

K
後
北

条
氏
の
御
茶
屋
忙
つ
い
て
は
丸
山
昨
今
成
の
指
闘
が
あ
る
が
、
地
方
史
認
類
に
も

B) 

信
長
が
設
置
し
た
御
茶
屋
(
近
江
・
金
森
)
や
、
秀
吉
設
置
の
御
殿
ヘ
河
内
、

(ぬ一

枚
方
)

ζ

れ
等
徳
川
家
以
前
の
御
殿
陀
つ
い
て
も
、
徳
川
家

の
記
事
も
あ
り
、

に
左
ら
一
ン
て
諸
簿
が
設
け
た
事
例
と
共
に
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

本
稿
は
昭
和
五
十
二
年
度
人
文
地
理
学
会
大
会
(
於
、
大
阪
市
立
大
学
)

VC 

む
け
る
発
表
草
稿
げ
れ
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
c
御
教
示
下
さ
っ
た
諸
先
生

と
現
地
で
御
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
諸
氏
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
c

恩
師
辻
本
芳
郎
先
生
の
退
官
記
念
論
文
と
し
て
本
稿
を
献
呈
し
、
学
生
時
代

以
来
の
御
指
導
を
深
謝
し
、

御
健
康
を
な
祈
り
致
し
ま
す
oへ

駒
沢
大
学
文
学
部
)



法

(E)
中
島
義
一

場
合
」

「
徳
川
将
軍
家
御
殿
の
歴
史
地
理
的
考
察
、
第
一
報
、
南
関
東
の

『
駒
沢
地
理
』

四

一
九
七
八
、

(
2
)
(
A
)

近
世
の
地
誌
類
、
増
訂
一
安
州
志
稿
、
駿
河
圏
新
風
土
記
、
近
江
国

輿
地
誌
略
、
張
州
府
誌
、
遠
江
国
風
土
記
伝
、
掛
川
志
稿
、

(
B
)
明
治
以
後
の
地
方
史
誌
類
、
熱
海
市
史
(
上
)
、
清
原
町
史
、
清

水
町
沿
革
誌
、
静
岡
県
誌
(
上
)
、
日
坂
村
郷
土
誌
、
静
岡
県
引
佐
郡
誌

(
下
)
、
静
岡
県
小
笠
郡
誌
、
静
岡
県
榛
原
郡
誌
(
上
)
、
中
泉
町
誌
、

藤
枝
町
誌
、
志
太
郡
誌
(
下
)
、
三
ケ
日
町
史
(
上
)
、
磐
田
市
誌
(
上
)
、

新
訂
三
河
国
宝
飯
郡
誌
、
厚
見
村
史
、
不
破
郡
史
(
下
)
、
滋
賀
県
史

(
巻
二
一
)
、
近
江
坂
田
郡
誌
、
能
登
川
町
史
、
野
洲
郡
史
(
上
)
、
水
口

町
志
(
上
)
、

『
歴
史
地
理
』
五
七
l

四 (C
)
論
文
、
中
川
泉
一
二
「
近
江
の
地
理
と
交
通
」

一
九
三
一
、
森
語
「
小
堀
達
州
の
作
事
」

一
九
六
六
、

『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

所
学
報
』

(
D
)
そ
の
他
、
保
泉
寺
由
来
記
(
草
稿
)

八

(
吉
原
市
保
泉
寺
蔵
)
、
三
嶋

御
殿
の
図
・
三
嶋
宿
街
道
図
(
以
上
三
島
市
郷
土
館
蔵
)
、
江
戸
時
代
図

誌
等
諸
書
所
収
の
古
地
図
各
種
、
徳
川
実
記
(
国
史
大
系
)
、

す
)
尾
張
藩
の
熱
田
御
殿
は
江
戸
後
期
に
も
存
続
し
、
宝
暦
二
(
一
七
五
二
)
年

完
成
の
『
張
州
府
誌
』

K
現
存
の
も
の
と
し
て
記
さ
れ
、

一
六
九
一

(
元
禄

四
)
年
こ
の
地
を
通
っ
た
ケ
ン
ペ
ル
の
旅
行
記

K
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
o
ク
ン

ぺ
ル
、
斎
藤
信
訳
『
江
戸
参
院
川
旅
行
日
記
』
、

す
)
中
島
義
一

一
九
六

一
九
七
七
、

「
一
万
石
大
名
の
城
下
町
、
第
一
報
」

『
新
地
理
』

。

(立森

離
「
小
堀
遠
州
の
作
事
」

『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
』

一
九
六
六

(6)
静
岡
県
磐
田
郡
中
泉
町
梅
原
村
組
合
役
場
編
『
中
泉
町
辻
一
一
宮
、

K
採
録
の
文
政
十
一
年
の
文
書

?
)
『
保
泉
寺
由
来
記
』

(
草
稿
)

吉
原
市
保
泉
寺
蔵

草
木
村
辰
男
「
朝
鮮
人
街
道
に
関
す
る
若
干
の
歴
史
地
理
学
的
考
察
」

一一一一、

産
業
大
学
紀
要
』

一
九
六
六

J!.. 

坂
田
郡
役
所
編
『
近
江
坂
田
郡
志
』
中
巻
、

九

百
)
喜
多
村
俊
夫
「
宿
駅
の
培
養
圏
と
し
て
の
助
郷
の
研
究
」

一一
l

一
・
二
・
三
、

『
地
理
と
経
済
』

一
九
三
六
(
同
氏
著
『
近
江
経
済
史
論
致
』
、

六
K
再
録
)
所
載
の
史
料

K
よ
り
作
図

亘
蒲
原
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
蒲
原
町
史
』
、

一
九
六
八

豆
橋
川

正
『
野
洲
郡
史
』
上
巻
、

九

七

3
能
登
川
町
史
研
究
委
員
会
編
『
能
登
川
町
史
』
、

一
九
七
六

3
川
原
崎
次
郎
「
相
良
藩
略
記
」

3
村
上

四

『
ふ
る
さ
と
百
話
』

直
『
天
領
』
、

一
九
六
五

立
丸
山
潅
成
「
初
期
本
障
に
関
す
る
一
試
論
」

『
日
本
歴
史
』
二

O
五、

六
五

B
前
掲
窃
)
、

下
巻

窃
)
枚
方
市
役
所
編
『
枚
方
市
史
』
、

一
九
五
三

/i、

九

『
大
阪

九
四
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一
九
七
五

九




